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15.肺の良性腫蕩
中央鉄道病院胸部外科長田 浩
中央鉄道病院において経験された肺の良性腫蕩 4
例について報告する。
第 1例 21才，男，健診発見，肺結核として治療 
1年後腫療を別出，組織診断一軟骨腫様過誤腫。
第 2例 45才，男，既往に骨肉腫あり，健診発見
右下葉の巨大腫蕩で下葉と合併切除，組織診断一肺
せんい腫，術前診断で肉腫の転移も疑った例であ
る。
第 3例	 43才，男，数年間ときどき血疾，発熱あ
り，右肺門に近く陰影発見され，肺癌を疑って開
胸， S5 V乙小腫療あり，右中葉切除，組織診断一気管
支腺腫。
第 4例 17才，女，健診発見，左肺門lと近く円形
陰影，肺結核として半年間治療され来院，開胸の結
果， S31乙腫療をみとめ，左 Sl+2'S3の区切，組織診
断一気管支腺腫。
肺の良性腫蕩もそれ程少ないものでないように思
われるので，特IL肺癌の診断l乙際しては注意を要す
るであろう。 
16.肺結核外科手術後の肺機能訓練療法 
国立千葉療養所会沢太仲，	 0金子兵庫，
宮内好正，庵原昭一，河野宏
既は欧米では日常普遍化している肺機能訓練療法
について，その目的，運動の種類及び夫々の意義を
述べると共に，運動種々相の中においては千葉療式
を紹介した。
その効果については，肺活量，変形(脊柱の側
壁)，機能障害(上肢の運動)の 3点について訓練
実施群，非実施群の比較検討を行った。その結果は
何れも訓練実施群において効果を認めている。
したがって本療法は変形等の予防のみならず治療 
的役割を果していると云うことが出来る。さらには
患者の精神的影響乃至は病棟管理の面においても益
するところ大なるものがある。
それ故本療法は後療法として routine v乙取上げ
らるるべきものであろう。 
17.先天性幽門狭窄症の 4自験例
小川赤十字病院
丸山卓治， 0大越浩次，松田清之
昭和 34年より昭和 36年春までに，先天性幽門狭
窄症の 4例を経験したので報告する。
症例は男児 3例，女児 1例でいずれも吐乳，体重
減少を主訴とし， レ線により本症の診断が確定した
もので，生後 30日から 100日の聞に手術した。麻
酔はエーテルの open-Dropで 1例を失ったので，
以畿の症例は局麻による Weber-Ramstedt民法を
行った。術後は全麻による肺炎様症状によって失っ
た 1例をのぞいては，いずれも良好な結果を得た。
本症は幽門部平滑筋の増殖肥厚が特有で，男児l乙
多く，噴水状吐乳，胃嬬動尤進，栄養障害，便秘，
腫癌触知， レ線による狭窄症状等Jとより診断され
る。術前，術後を通じ，保温，補液，暗乳に関し，
小児科医と緊密な連絡のもとに，治療さるべきもの
と考える。
18.数回大手術を行った高令患者の 1例
多古中央病院 0西沢英三郎，松木 茂
最近  5カ年聞に 3回の大手術を行った高令患者で
経過良好な 1倒を経験したので報告する。患者は現
在 72才，昭和 32年胃癌にて胃切除術を行い術後放
射線治療を 43回施行した。 33年横行結腸転移癌l乙
て横行結腸切除術， 36年肺膿蕩lζて肺切除を行っ
た。上記 3回の手術とも術後経過は良好であり，か
かる高令者において，このような手術を充分に施行
出来ることは麻酔，化学療法の進歩によるものと考
える。近時高令者の手術が多くなっているが， 3回
手術を行った自験例ならびに文献的考察を報告し
た。
20.全身麻酔における Xylocain静注の試み
東京逓信病院麻酔科瀬戸屋健三  
Procain静注にはじまる局麻剤静注麻酔法は局麻
剤中毒とそれのみで完全な Analgesiaを得ること
が困難な乙とから中止されていたが， Xylocainを
うすい濃度 (0.1%)にして点滴し， N20ーO2麻酔の
補助応用いる方法を試み 200例以上に達した。これ
は 0.1%S. C. C点滴に併用したものを含めて所期
の目的を達したように考える。一方 S.C.Cの量の
節約にもなるようで，特にある程度長時間の手術に
おいてそれが認められ， Xylocain による Analge-
siaも手術終了後幾分残るらしく，術後の底痛発現
も普通の場合よりおそいようであった。しかしオヒ。
スタンその他の麻薬静注使用時にみられる呼吸抑制
もなく，動脈血中 PC02，P02 V乙も著変なく，一つ
の balancedAnaesthesiaとも考えられよう。
